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山梨県の消化管手術材料に見られた日本住血吸虫症

の研究（特に，消化器癌との関連性について）

Ⅱ胃，十二指腸の病理組織学的考察
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を作成した．一部の手術材料は，各病院で標本が切出さ

れており，その正確な部位を確認し得なかったため，今

回は部位についての検討は行なわなかった．

今回，日虫卵のみられる胃癌，胃潰瘍切除例の粘膜内

嚢腫及び粘膜下嚢腫の形成につき，比較検討する目的

で，対照として上記３病院の日虫卵のみられない胃癌４０

例及び胃潰瘍40例と日虫症の感染機会がなかったと推定

出来るものとして横浜市立大学第一病理学教室より貸与

された胃潰瘍40例を使用した．

胃癌の病型，組織学的分類は，外科病理胃癌取扱い規

約（胃癌研究会：1980）に基づいて分類し，早期胄癌分

類は日本内視鏡学会の分類（村上，1972）を使用した．

潰瘍の病型分類は村上の分類（村上・鈴木，1971）に基

づいて行なった．

はじめに

今日では，我が国の日本住血吸虫症(以下，日虫症)患

者は減少しており，山梨県の統計（1977）でも，昭和５１

年度の登録患者数は，わずかに110名である．しかし，

前報（1980）のように，日虫症有病地内の病院における

消化管手術材料では日本住血吸虫卵（以下，日虫卵）が

12.1％に見られ，これら日虫卵が見られた殆どの症例

は，感染機会が不明で，無自覚に経過していた点から考

え，まだ相当数の日虫症感染者がいるものと考えられ

る．

したがって，今後も，日虫症が他の疾患の誘因又は促

進因子となるか否かについては，十分に検討されねばな

らない

著者は前報（1980）で，山梨県内の外科手術例につい

て，統計学的検討を加え，消化管の日虫症が癌発生の促

進因子となることを示唆したが，今回は，それら症例

中，発症から手術までの経過が比較的よく推定出来る

胃，十二指腸の手術材料を選び病理学的検討を加えたの

で報告する．

結果

１）胃癌の肉眼分類と組織学的分類

対象とした日虫卵の見られた胃癌53例の肉眼分類は

Tablelに示すように，進行癌39例，早期胃癌14例で，

2.8：１の割で進行癌の方が多かった。進行癌の中では，

BorrmannⅡ型が18/39例（46.2％）と最も多く，早期

癌ではⅡｃタイプを伴なうものが10/14例（71.4％）と

多かった．

早期胃癌例が14/53例（26.4％）あり，消化器癌と日

虫卵の関連性を検討する上で重要な材料となった．

これら日虫卵を有する胄癌の組織学的分類は，Table

２に示すように，腺管腺癌が27/53例（509％）で，こ

れに乳頭状腺癌の7/53例を加えると64.2％と大部分が高

分化型腺癌であった．

２）胃及び十二指腸潰瘍の肉眼分類

材料及び方法

観察材料は前報同様山梨県内の３病院（甲府宮川病

院，甲府共立病院，巨摩共立病院）より入手した外科手

術材料中，日虫卵の認められた胃癌53例，胃潰瘍38例，

十＝指腸潰瘍31例，胃ポリープ３例を対象とした．

組織標本は，１０％ホルマリン固定した臓器を厚さ４’

の切片とし，Ｈ､Ｅ染色したものを使用し－症例一枚を

原則としたが，胃癌例，特に早期胃癌例では多数の標本

横浜市立大学医学部寄生虫学教室
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TablelMacroscopicclassificationof

gastriccancerwithschistosomeeggs

Table3Classificationofpepticuicer
ofstomachandduodenumwith

schistosomeeggs
EarlycancerAdvancedcancer

Nqof
Classification

cases

Ｎｏ．of
Classification

cases

Pｅｐｔｉｃｕｌｃｅｒｏｆ
ｄｕｏｄｅｎｕｍＰｅｐｔｉｃｕｌｃｅｒｏｆｓｔｏｍａｃｈ

Ｂｏｒｒｍａｎｎ

Ｂｏｒｒｍａｎｎ

Ｂｏｒｒｍａｎｎ

Ｂｏｒｒｍａｎｎ

２
８
５
４

１
１

２
１
１
４
５
１

Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ

ｃ

１
Ｄ

Ⅲ
Ⅱ

丙
皿

十
十

ａ
＋
ｃ
ｃ
ｂ

Ｔ
１
方
ｕ
Ｔ
１
行
皿
而
皿
而
ユ

ＣＭＭｉｏｏＨ:§e:ｆＦＣｋＭ…ⅡＮｏｄｃａｓｅｓ

ＵＬⅡ

Ｕ１．Ⅲ

ＵＬⅣ

Ｕｎｋｎｏｗｎ

Ｕ１．Ⅱ

Ｕ１．Ⅲ

Ｕ１．Ⅳ

Ｕｎｌｍｏｗｎ

２
７
５
４

２

１
５
６
９

１

Total 3８ TotalTotal 3９１Total 3１1４

Table４Thelocationofschistosome

eggsinｓｐｅｃｉｍｅｎｓｏｆｇａｓｔｒｉｃｃａｎｃｅｒ
Table2Histologicalfindingsofgastric

cancerwithschistosomeeggs

ａｒｏｕｎｄ

ｔｕｌｎｏｒ

(＜５ｍｍ.）

ａｗａｙｆｒｏｍ
ｔｕｍｏｒ

(≧５ｍｍ.）

Ｎｏ．ｏｆ

cases（％）
ｗｉｔｈｉｎ

ｔｕｌｎｏｒ

Ｎｏ．
Total

ｃａｓｅｓ

Classification

Papillaryadenocarcinoma

Tubularadenocarcinoma（well）

Tubularadenocarcinoma（moderate）

PoorlydiHerentiatedadenocarcinoma

Mucinousadenocarcinoma

Signetringcellcarcinoma

Undifferentiatedcarcinoma

７（13.2）

16（30.2）

11（20.8）

８（15.1）

７（13.2）

３（5.7）

１（1.9）

●
●
●
●

３
５
６
６
１

●

●
●

● 3０

●
●

２

１４● 1６

Total ７53(100.0） ● ７

3０ 3７ 4３ 5３

Ｔａｂｌｅ３のように，日虫卵の見られる胃及び十二指腸

潰瘍例は，前者38例，後者31例であり，これらの中，潰

瘍が漿膜下組織にまで達するＵ１－４は，それぞれ25/３８

例（65.8％)，１６/31例（51.6％）と各々の手術例の半数

以上を占めていた．

特に，十二指腸潰瘍の２例は穿孔例であった．なお十

二指腸潰瘍例中手術時，潰瘍部より口側で幽門切除が施

行され，切除標本に潰瘍を見なかった９例は分類不能と

した．

３）日虫卵の存在と疾病との関係

Ｔａｂｌｅ４のように，胃癌病巣内に，日虫卵を見たのは

30/53例（57.0％）あり,癌病巣内に日虫卵を認めなくて

も，病巣辺縁より５ｍｍ以内に日虫卵を認めた例を含め

ると，４６/53例（86.8％）となり，癌病巣より離れた場

所のみに日虫卵を認める例は，わずか7/53例（13.2％）

だけであった．

癌病巣に日虫卵をみるものも病巣中央部よりは辺縁に

虫卵が多くみられた．このことは腫瘍が増殖し中央部が

壊死に陥り脱落していく時に病巣部にある日虫卵が一緒

に管腔内へ脱落していくためと考えられた．

Ｔａｂｌｅ５のように日虫卵の認められる冑潰瘍及び十二

指腸潰瘍例のうち,潰瘍底に日虫卵のみられるものは,十

二指腸潰瘍例の２/21例（9.5％）のみであった．潰瘍辺

縁に日虫卵をみたものも胃潰瘍例では13/34例(38.2％)，

＋二指腸潰瘍例で１１/21例（52.4％）と胃癌例における

腫瘍病巣内及び腫瘍辺縁に日虫卵を見た症例に比べて少

なかった．＋二指腸潰瘍例では切除標本断端に潰瘍があ

る例が多く潰瘍より肛門側の検討が出来る例が少なかっ

たことも潰瘍辺縁に日虫卵のみられる例が比較的低かっ

たことに関連していると考えられた…

４）日虫卵の見出される解剖学的部位

Ｔａｂｌｅ６のように各疾病で日虫卵の見出される部位を

粘膜層（粘膜筋板を含む)，粘膜下組織，固有筋層及び

漿膜下組織とに区分し検討した．

各疾病例とも日虫卵は粘膜層と粘膜下組織に多く見ら

（４６）
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Table5Locationofschistosomeeggｓｉｎｓｐｅｃｉｍｅｎｓｏｆｇａｓｔｒｉｃａｎｄｄｕｏｄｅｎalulcer

awayfrom
ulcer

(≧５ｍｍ.）

aroundulcer

withinulcen（＜５ｍｍ.）
Ｎｏ．ofcases

ofgastricul．
Ｎｏ．ofcases

ofduodenalul．

０
８
５
１
２

２
６
３
０
１

●

●
●

●
●

Total（gastricul.，
duodenalul.）

０，２ 1３，９ 2６，１３ 3４ 2１

Table6Locationofschistosomeeggsinspecimensofgastro-duodenal

lesionsinfectedwithS・ノ”o"/α"〃

Ｎｏ．ｏｆｃａｓｅｓｏｆ

ｇａｓｔｒｉｃｕＬ

Ｎｏ．ｏｆｃａｓｅｓｏｆ

ｄｕｏｄｅｎａｌｕＬ

Ｎｏ．ofcasesof

gastricpolyp
Ｎｏ．ｏｆｃａｓｅｓｏｆ

ｇａｓｔｒｉｃＣａ．
Location

33(86.8％）

23(60.5％）

20(64.5％）

28(90.3％）

１（3.2％）

１（3.2％）

3(100％）

3(100％）

45(84.9％）

25(47.2％）

４（7.5％）

１（1.9％）

Mucosa

Submucosa

Musclelayer

Subserosa

３１Total 3８ ３5３

群,,，５０個以上のものを‘`多数群，,と３群に区分して検

討したのがＴａｂｌｅ７である．Tableのごとく日虫卵数

“多数群,’は胃癌で20/53例（37.8％）にみられ，特に

早期癌に限ると７/14例（50.0％）であり，冑潰瘍10/３８

例（26.3％)，十二指腸潰瘍6/31例（19.4％）に比べて

高かった．胃潰瘍では“少数群,,が19/38例（50.0％）

にみられ日虫卵数が少ないものが多かった．

６）粘膜内嚢腫及び粘膜下嚢腫

消化管日虫症に伴なう病理組織学的変化を検討する目

的で胃組織標本中の粘膜内嚢腫と粘膜下嚢腫のみられる

症例の頻度について比較したのがＴａｂｌｅ８である．胃

組織標本中，胃粘膜層内に２カ所以上の拡張した腺腔の

みられるものを粘膜内嚢腫(Photo､１）とし，腺腔又は

嚢腫が粘膜筋板下に見られるものを粘膜下嚢腫とした．

れ，特に粘膜層には胃癌44/53例（83.0％)，胃潰瘍33／

38例（86.8％)，十二指腸潰瘍２１/31例（67.7％)，胃ポ

リープ3/3例（100％）に見られた．

十二指腸潰瘍例では28/31例（90.3％）に粘膜下組織

にある十二指腸腺内に日虫卵を認め,胃潰瘍.胃癌例に比

べ，粘膜下組織に日虫卵を見る頻度が高かった．他方，

固有筋層，漿膜下組織に日虫卵をみたものは少なく固有

筋層には胃癌4/53例（7.5％)，胃・十二指腸潰瘍各一例

（2.6％，3.2％）にすぎなかった．

５）組織標本中の日虫卵数〆

胄・十二指腸疾患に日虫卵のおよぼす影響を検討する

目的で，主病巣を中心に作成された一枚の組織標本中に

見られる日虫卵数を算定してみた．日虫卵数が10個未満

のものを“少数群''’１０個以上50個未満のものを“中等

Table7Numbersofschistosomeeggsinspecimensofgastro-duodenal

lesionsinfectedwithS・ノヒZpo"ic”〃

Ｎｏ．ｏｆＮｑｏｆｃａｓｅｓｏｆ

ｓｃｈｉｓｔｏｓｏｍｅｅｇｇｓ、 gastriccancer (聖iy灘歪魯畠(）
Ｎｏ．ofcasesof

gastriculcer

Ｎｏ．ｏｆｃａｓｅｓｏｆ

ｄｕｏｄｅｎａｌｕｌｃｅｒ

1（7.1％）

6(42.9％）

7(50.0％）

11(20.8％）

22(41.5％）

20(37.8％）

19(50.0％）

９(23.7％）

10(26.3％）

８(25.8％）

17(54.8％）

６(19.4％）

×＜１０

１０≦×＜50

50≦×

(14）Total 5３ 3８ 3１

（４７）
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Table8Mucosalandsubmucosalcystsinthespecimensofgastriclesions

withandwithoutschistosomeeggs

Ｎｏ．ofcaseswith

submucosalcysts
Ｎｏ．ｏｆｃａｓｅｓ
ｅｘａｍｉｎｅｄ

Ｎｏ．ofcaseswith

mucosalcysts
Lesion

withschistosomeeggs

Gastriccancer

（earlycancer）

Gastriculcer

withoutschistosomeeggs

Gastriccancer

（earlycancer）

Gastriculcer

Control＊

1１（20.8％）

(4)(28.6％）

９（23.7％）

2８（52.8％）

(12)(85.7％）

２１（55.3％）

５３

(14）

３８

２（5.0％）

０（０．％）

５（12.5％）

４（10.0％）

(30.0％）

(45.5％）

(22.5％）

(32.5％）

４０

(11）

４０

４０

２
５
９
３

１
１

Control＊：Gastriculcerwithoutschistosomeeggs，whichwereborrowedfromDepartment

ofPathology，SchoolofMedicine，YokohamaCityUniversity．

比較材料として山梨県の前記３病院の日虫卵のみられな

い胃癌40例,胃潰瘍40例を選んだ.山梨県の手術材料例で

は冑病巣部に日虫卵がみられなくとも日虫症感染の影響

を否定出来ない為に，他に日虫症の感染機会がなかった

横浜市立大学第一病理学教室の胃潰瘍40例を選んだ．結

果は日虫卵のみられる胃癌28/53例（52.8％）に粘膜内

嚢腫がみられ，その内11/53例(20.8％）は同時に粘膜下

嚢腫がみられ,又,日虫卵がみられる胃潰瘍例でも２１/３８

例（55.3％）に粘膜内裏瞳がみられた．いずれの結果

も，日虫卵のみられない山梨県の胃癌，胃潰瘍例及び横

浜市大の胃潰瘍例に比較して高率に胃粘膜内嚢腫及び粘

膜下嚢腫がみられた．

７）日虫卵の胃分布の検討

日虫卵が切除胃のどの部分に多数分布しているかを検

討する目的で胃潰瘍，進行胃癌，早期胃癌各２例に検討

を加えた．方法は，各切除胃を１ｃｍ間隔で長軸方向に

短冊状に切り，それぞれの断面の組織標本を作成しＨＥ

染色したものを鏡検し日虫卵のみられる部位に日虫卵数

にみあった長さにそれぞれ棒グラフ状に表わした．しか

し，多数の日虫卵が密にみられるところでは十分表現し

きれなかったが，それぞれの病巣との関連を示すには最

も明確に図示されるのでこの方法を用いた．

Fig.１はＵｌ－４の慢性胃潰瘍の症例であり灰色に示し

ているところが慢性潰瘍及び－部再生粘膜で覆われたと

ころである．日虫卵は図の左側にある幽門及び十二指腸

に比較的多数みられており，又大脅側よりも小響側に多

数みられる．潰瘍部分にも日虫卵が表示されているが，

これは漿膜側のリンパ節内にみられたものを示したので

あり本来の潰瘍底にはみられなかった．又潰瘍より噴門

側では日虫卵はわずか見られたのみであった．Fig.２は

Borrmannm型の進行胃癌例であり灰色の部分は腫瘍巣

部を示している．日虫卵はＦｉｇ．１と同じく幽門，十二

指腸に非常に多くみられた．ちなみに幽門部小響上密集

部の日虫卵数は231個であった．腫瘍巣は胃体中下部小

響側にみられたが日虫卵はこの腫瘍巣よりも噴門側まで

かなり多数みられており又腫瘍巣内及びその前壁側の腫

瘍辺縁にも日虫卵がみられた．Fig.３はⅡc＋Ⅲ型の早

期胃癌の症例であり灰色で示した腫瘍は前壁部を中心に

非常に広範囲でほぼ全周にわたっている．日虫卵は幽門

部に集まっており，小轡幽門部の腫瘍巣内１ｃｍ範囲に

限っても250個みられた．図の上ではFig.１より少数に

感じられるが，これは幽門部に限局して非常に多数の日

虫卵がみられたがこれを十分に図表上に表現出来なかっ

たためである．この例では日虫卵は腫瘍よりも噴門側に

Fig.２とは異なりほとんどみられなかった．

その他，胃体中部小轡側のBorrmannⅡ型の進行癌

では切除冑全体にわたり非常に多くの日虫卵が粘膜及び

粘膜下に連続してみられるものもあった．今回の組織標

本作成では各疾病例とも最も日虫卵の多いのは幽門前庭

部小轡側及び十二指腸にあった．胃癌，早期胃癌，胃潰

瘍各２例の検討の中では切除胃全体の組織標本中にみら

れる日虫卵数は胃癌≧早期胃癌＞胃潰瘍の順であった．

８）以下それぞれの代表的な症例について呈示検討す

る．

イ）早期胃癌（P-4297）６１歳，男`性

肉眼的にはＩ＋Ⅱｂ型で組織学的にみると粘膜層1/2の

（４８）
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.､ofschistosome／、－ﾍｰｰ、／、

■【

１１m

1選ｉｆ己
Ｆｉｇ．１Eggsdistributioninthegastric

wallofchronicpepticulcerwithschisto‐

somiasis・Greyareashowsthepositionof
ulcerandblackverticallineshowthe

numbersofschistosomeeggsattheposi‐

tion・Schistosomeeggsarefoundmainly

inthepyloricregionoflessercurvature．

Ｆｉｇ．３Eggsdistributioninthegastric

wallofearlygastriccancer,（Ⅱc＋Ⅲtype)．

Ｇｒｅｙａｒｅａｓｈｏｗｓｔｈｅａｒｅａｏｆｅａｒｌｙｃａｒci‐

nｏｍａ（9×8ｃｍ)．Theschistosomeeggsare

foundmainｌｙｉｎａｎｄｎｅａｒｔｈｅｃａｒｃｉｎｏｍａ
ａｒｅａ．

非癌部の一部粘膜は腸上皮化生をおこしておりその深部

には，多数の日虫卵がみられた．これらほとんどの日虫

卵の周辺には炎症像はなく大部分の虫卵周辺は無反応

で一部にのみ線維化がみられ虫卵内容物は消失し卵殻の

みとなったものが多く，いずれも旧い日虫卵と考えられ

た．

ロ）早期胃癌（T-619）６８歳，男性

肉眼的にはⅡｂ＋Ⅱｃの大きさ７×８ｃｍの広範囲の

早期胃癌例で，組織像では腫瘍細胞は粘膜筋板にまで－

部浸潤しており組織分類では高分化型腺管腺癌である．

腫瘍細胞が粘膜筋板にまで浸潤している部位で，卵殼だ

けで内容物のない旧い日虫卵が多数集まっている像がみ

られた．又この例では各所に日虫卵の虫卵結節が粘膜間

質にみられた（Photos、５，６）．又腫瘍巣中に日虫卵の

みられるところもあったが，いずれも旧い日虫卵でほと

んどが卵殼のみとなっていた．

′､）早期胃癌（P-7696）７０歳，男性

大きさ1.5ｃｍの有茎性ポリープで，ポリープ先端部

のみが乳頭状腺癌化した早期胃癌例である．ポリープ基

部の粘膜筋板は挙上，肥厚しており粘膜下組織には血管

増生が目立った．粘膜筋板内に日虫卵の虫卵結節がみら

れ虫卵周辺部には軽度の炎症細胞の浸潤があり粘膜筋板

の断裂もみられた（Photos、７，８）．しかし腫瘍巣内や

拳上したポリープ粘膜間質内には日虫卵はみられなかっ

た．

Ｎｏ．ｏｆｓｃｈｉｓｔｏｓｏｍｅ

・ＴＩＩ・・

■■■‐
蕊紐｣|’

Ｈ可1,11.91.-

Fig2Eggsdistributioninthegastric

wallofadvancedgastriccancer,(Borrmann

m)．Ｇｒｅｙａｒｅａｓｈｏｗｓｔｈｅａｒｅａｏｆｃａｒｃｉ‐

ｎｏｍａ，Ｓｃｈｉｓｔｏｓｏｍｅｅｇｇｓａｒｅｓｅｅｎｉｎａｎｄ

ｎｅａｒｔｈｅｃａｒｃｉｎｏｍａａｒｅａ．

深さまで癌化した粘膜内癌でそれより深部には多数の粘

膜内嚢腫が見られた（Photo、１）．組織分類では，高分

化型腺管腺癌でありこの癌巣部と粘膜内嚢腫の境界部に

は多数の石灰化及び卵殼のみとなった日虫卵が見られ

た（Photo、２)．この症例は非癌部の粘膜間質にも日虫

卵がみられそれに接して粘膜筋板の断裂挙上があり，同

部にも日虫卵結節がみられた（Photos、３，４）．さらに

（４９）
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二）腺腫ポリープ（P-1517）５９歳，女性

0.5ｃｍの大きさのポリープで，ポリープ及び周辺は

腸上皮化生をおこしていた．ポリープ基部の粘膜間質，

粘膜筋板内に虫卵結節があり粘膜間質内には肉芽腫もみ

られた．粘膜下組織は症例'､）と同じく肥厚しており新

生血管の拡張・増生も著明であった（Photos､９，１０)．

ホ）＋二指腸潰瘍（P-5347）５６歳，女性

粘膜下組織内にある十二指腸腺周辺部に日虫卵の結節

をみた．十二指腸の虫卵結節内の日虫卵数は胃壁内にみ

られる虫卵数よりも多く結節も大きいものが目立った．

又この症例では虫卵周辺に炎症細胞の浸潤がみられた

(Photo、１１)．

へ）その他の病変

冑ポリープ，十二指腸潰瘍で手術された各一例に日虫

卵による肉芽腫がみられた（Photos10,12)．肉芽腫

は粘膜間質と粘膜下組織内に見られたが，日虫卵内容は

いずれも著しく変性しており，肉芽腫の大きさは虫卵の

ほぼ５倍程の大きさであったがその周辺には炎症像は及

んでいなかった．

考察

冑・十二指腸疾患の手術・剖検材料に日虫卵を認めた

報告は比較的少なく，著者の調べた限りでは，我が国で

の報告は十二指腸潰瘍は川久保・浅田（1944）を始め４

例，胃潰瘍は古賀ら（1952）を始め18例，さらに胃癌は

士方（1932）を始めとして124例である（Tableｓ９，

１０)．これに著者の前報（1980）の胃潰瘍及び胃炎46例，

胃ポリープ４例，十二指腸潰瘍31例，冑悪性腫瘍55例

(内，胃癌53例）を加えると284例になる．この中では胃

癌が179/284例（63.0％）で最も多く年齢的には５０．６０

歳代に集中していた．性別では胃・十二指腸潰瘍例では

圧倒的に又，胃癌例でも約1.5倍と男性例が多かった．

これら報告の多くは，少数例についての報告であり，

このことが日虫症と胃・十二指腸疾患の因果関係を論ず

る上での困難な条件となっていると考えられる．今回我

が国の日虫症の代表的な感染地域である甲府盆地内の３

Table9Casesofgastro-duodenalbenignlesionswith

-schistosomeeggsreportedinJapan

Duodenalulcer（total4）

Ｃａｓｅｓ
Ｒｅｐｏｒｔｅｄ

ｙｅａｒ

Relationshipwith
schistosomiasis

Reporter
aｇｅ ｓｅｘ

ＫａｗａｋｕｂｏａｎｄＡｓａｄａ

Ｓａｔｏ，ｅＺａＬ

Ｓｕｚｕｋｉ，ｅＺａＬ

Ｓａｅｇｕｓａ，ｅＺａＪ．

ｍａｌｅ

ｍａｌｅ

ｍａｌｅ

ｍａｌｅ

1944

1956

1961

1977

９
３
０
９

２
４
４
５

＋
７
．
＋

Gastriculcer（totall9）

Cases
Ｒｅｐｏｒｔｅｄ

ｙｅａｒ

Relationshipwith
schistosomiasisＲｅｐｏｒｔｅｒ

aｇｅ ｓｅｘ

Koga，ｅＺａＬ

Ｙａｎｏ，ｅＺａＬ

ＭｉｙａｇａｗａａｎｄＫｏｍｉｙａｍａ

ｍａｌｅ

ｍａｌｅ

ｍａｌｅ

ｍａｌｅ

ｍａｌｅ

？
●

female

？
●

？
●

ｍａｌｅ

ｍａｌｅ

1952

1961

1962

６１

４４

４１

５４

５４

？（２cases）

５４

？（３cases）

？（６cases）

７１

６４

＋
７

Ｉ ｝ ＋

Koga，ａａＬ

Ａｓａｍｉ，ｃＺａＬ

Ｙａｎｏ，eZaL

Totsuka，ｅＺａＬ

Ｏｋａｍｏｔｏ

1965

1970

1970

1977

1978

７
．
７

？

｛ ｝

（５０）
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TablelOCasesofgastriccancerwith

schistosomeeggsreportedinJapa、

“少数群，，が19/38例（50.0％)，十二指腸潰瘍例では，

“中等群,,が17/31例（54.8％）で十二指腸潰瘍例の方

が，日虫卵数の多い例が多かった．この結果は，蓮田

（1967）が日虫卵の見られた剖検例で消化管内日虫卵数

を比較した結果とも一致している．

以上のように十二指腸では，主に粘膜下組織に虫卵結

節が形成され，この結節による周辺への反応が，粘膜へ

の血流障害をひきおこし，他の潰瘍素因とも関連し，よ

り潰瘍の慢性化に作用していることが推測される．前報

（1980）の胃.＋二指腸の疾患別，年齢別日虫卵陽性率

で示したように，一般に，胃潰瘍や胃癌に比べ，より若

い年齢で多発する十二指腸潰瘍例では胃潰瘍，胃癌例に

おけるよりも，より若い30,40歳代において日虫卵陽性

率が高かったことの結果とも一致している．

次に，日虫卵の冑臓器に及ぼす影響は，粘膜下組織よ

りも粘膜間質に日虫卵が多くみられ，又，日虫卵数も十

二指腸にみられる数よりも少ないものが多いことより，

十二指腸に及ぼす影響とは異なったものと考えられた．

日虫卵を認める胃潰瘍例では，粘膜内嚢腫を２１/38例

(55.3％)，粘膜下嚢腫を9/38例（23.7％）に認め，これ

らは日虫卵のない胃潰瘍に比べて高率であった．粘膜間

質や粘膜下組織に沈着した日虫卵が消化管膣へ排泄され

る時におこる粘膜のピランが，再生粘膜上皮で修復され

る時に，このような粘膜内嚢腫や粘膜下嚢腫が発生する

ことの可能性を示していると,思う．しかし，日虫卵排泄

によるピラン形成が慢性胃潰瘍へ移行することは，胃潰

瘍周辺に日虫卵を認める例が13/34例（38.2％）と低率

であることや，日虫卵の多くが粘膜間質にあることより

考え，十二指腸潰瘍における程の重要因子とはなってい

ないと思われた．

２）日虫卵と胃癌の関連性

人消化器癌の発生に関し，今日なお不明な点が多く，

日本人に多い胃癌についても成因は明らかでない．しか

し，慢性潰瘍，ポリープ，腸上皮化生等の胃病変が，発

癌に関与していることは，十分に考えられる（長与，

1976)．

住血吸虫症による病変の発癌性に関して，Ｓｃ/iiszoso‐

〃zα/iae'"αzo6〃〃と膀胱癌の関連性がよく知られてい

る．日虫症と胃癌発生の関連１性についても，種々の説が

あり，関連性がないとする代表例は，矢野ら（1970)，戸

塚ら(1977)であり，矢野らは癌腫にみられる日虫卵はす

べて旧いものであり，粘膜下層に多く，粘膜間質に少な

いことより粘膜上皮の癌化には関与していないとしてお

り，戸塚らも日虫卵の分布と発癌部位とは一致していな

Relationship
withschisto‐

ｓｏＩｎｌａｓ１ｓ

ＲｅｐｏｒｔｅｄＮｑｏｆ
Ｒｅｐｏｒｔｅｒ

ｙｅａｒｃａｓｅｓ＊

Tsuchikata

Oono

Miyagawaand
Komiyａｍａ

Ｏｏｓｈｉｍａ，ｅＺａＺ・

Ｙａｎｏ，ｅＺａＬ

Ｋｏｇａ，ｅｒａＪ・

Asami，ｅＺａＪ、

Hiraga，czqL

Shibata，craL

Totsuka，ｃＺａＬ

Ｏｋａｍｏｔｏ

Ｎａｉｔｏ，ｅｔａＬ

Ｈｉｒｏｓｅ，ｅＺａＪ．

1932

1937

1962

1970

１９７０

1970

1970

1973

1975

1977

１９７８

１９７８

１９７９
７
．
＋
＋

１
▲
「
▲
Ｑ
Ｊ
１
上
ワ
０
１
人
ワ
］
１
▲
１
▲
川
生
、
【
）
Ｑ
Ｊ
１
▲

１
１
（

Ｏ
］
１
０
Ｌ
Ｆ
Ｃ

７
．
７
．
７
．
７

＋
＋
７

＊Ｔｏｔａｌｌ２４

病院の多数の病理組織像について検討が出来たので各疾

患との因果関係につき下記のように考察を加えた．

１）日虫卵と潰瘍形成の関連性

胃・十二指腸潰瘍の発生と日虫卵との関連性について

は種々の説が存在し，宮川・小宮山（1962）は胃潰瘍発

生と日虫卵との関連について日虫卵が粘膜下層に沈着す

ると虫卵による血管栓塞や周囲の炎症により血行障害が

粘膜におこり,その結果として粘膜のピラン,浅い潰瘍等

の組織変化が発生し，他の潰瘍準備条件と相俟って潰瘍

形成が生じるとしている．三枝ら（1978）も十二指腸潰

瘍穿孔例について日虫卵周辺の肉芽組織が局所の循環障

害を惹起し周辺の壊死化を助長し＋二指腸穿孔をひきお

こしたとしている．

これに対し，矢野ら（1970）は日虫卵排泄に伴なうピ

ランは，胃では粘膜の再生能力が強いために，再び正常

粘膜に修復されると考えられることより否定的である．

今回の結果より，日虫卵の胃及び十二指腸に及ぼす影

響は，その局所での日虫卵数の違いや，解剖学的差異に

より，かなり異なったものであると考えられた．即ち，

胃では粘膜下組織よりも粘膜間質に日虫卵を見るものが

33/38例（86.8％）と多かったのに対し，十二指腸潰瘍

では，粘膜下組織内の十二指腸腺及びその周辺に虫卵結

節をみるものが28/31例（90.3％）と多かった．

組織標本中に見られる日虫卵数も，胃潰瘍例では，

(５１）
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の結果，沈着部位は陰圧となり，同部に粘膜内嚢腫，粘

膜下嚢腫の形成がおこるとしている．しかし，これら嚢

腫は日虫症に特異的なことではなく，Ｓｈａｗ（1951）は，

慢性胃炎時に粘膜表層が高度に破壊されると，修復時に

多数の嚢腫が形成されるとしており，日虫症においても

日虫卵の消化管腔への排泄時の粘膜ピランが修復される

時に，その炎症の深さにより粘膜内嚢腫，粘膜下嚢腫が

形成されたものと考えられた．

岩永ら(1976)は，冑病変とピマン性粘膜下嚢腫との関

連性について，ピマン性異所腺は繰返す粘膜のピランと

その再生修復の結果生じ，このような粘膜上皮細胞の再

生が発癌への機会を殖すとしている．

症例イ）早期胃癌例は，粘膜内嚢腫と粘膜内癌との境

界部に日虫卵結節がみられ，日虫卵の粘膜間質への沈

着，そして消化管膣への排泄という炎症の繰返しが，一

方では粘膜内嚢腫，粘膜下嚢腫を形成し，他方再生粘膜

上皮細胞が癌化しうることを示唆している貴重な症例と

思われる．

日虫卵が人消化器癌の発生に関与するとすれば，内藤

ら（1978）の言うように２つの経過が考えられる．即

ち，日虫卵が管腔排泄され，その修復過程に粘膜筋板の

挙上がおこりポリープが形成され，さらに長時間経過す

る間にポリープの悪性変化がおこる場合と，その粘膜ビ

ラン面の修復過程で粘膜再生上皮が癌化する場合とが考

えられる．

今回の胃組織標本の検討で，胃粘膜内嚢腫，胃粘膜下

嚢腫が日虫卵のみられる胃癌例に多かったことから，日

虫卵が胃癌発生に関与するとすれば，ポリープ形成から

の癌化よりも，日虫症における消化管炎症による粘膜ピ

ランが繰返し修復される時に，再生粘膜上皮に異型化を

おこし，この再生粘膜上皮が他の因子の関与により癌化

していくものと推測される．

今回の病理組織学的検討により，日虫症に伴なう胃癌

の関連性を示唆しうる一つの背景は，繰返す日虫症感染

に伴なう粘膜の炎症であることは理解されたが、日虫卵

によるこれら粘膜上皮細胞の癌化を直接には解明出来な

かった．

いことを指摘して因果関係を否定している．これに対

し，宮川・小宮山（1962)，岡本（1978)，内藤ら（1978）

は関連性を示唆しており，宮川・小宮山は幼時より感染

を反復していた場合に，その虫卵介在が腸腺上皮の増殖

をひきおこし癌化へつながるとしており，岡本も日虫卵

の介在により胃腸の隆起性病変がおこり，これが癌化す

るとしている．著者も，前報の結果からみて日本住血吸

虫症は消化器癌の発生に関与しているものと考える．

今回検討した日虫卵のみられる胃癌例の肉眼的分類及

び組織学的分類では，日虫卵のみられない胃癌例と比較

しても早期胃癌例が多かった以外には，特異な所見はな

かったが，組織標本中にみられる日虫卵数が胃潰瘍例，

十二指腸潰瘍例に比較して“多数群，，が多く，そして症

例は６例と少なかったが切除冑を短冊状に切って作成し

た病理組織標本中の日虫卵数も胃癌例の方が胃潰瘍例に

比べ多かった．又腫瘍内及び腫瘍辺縁に日虫卵を認める

ものが46/53例（86.8％）もあり，日虫症と胃癌との関

連性を示唆した．

個々の例についても，日虫症に伴なう病変と考えられ

るものがいくつかあった．

例えば，日虫卵のみられる隆起性病変は良性胃ポリー

プ３例，隆起性早期胃癌４例，BorrmannI型２例あ

り，これらポリープ基部の粘膜筋板に日虫卵の虫卵結節

を認める例では，粘膜筋板の断裂や肥厚，粘膜下組織の

血管増生が認められた．日虫卵の管腔排泄による粘膜及

び粘膜下組織での炎症の繰返しの結果がこのような粘膜

の隆起をひきおこすことは，十分考えられる．

川村・風間（1921）も，家兎の日虫症感染実験で小腸

・大腸の一部に粘膜上皮細胞が管腔へむけて増殖し乳頭

状となったものを認めている．

癌化したポリープ例では，ポリープ及びその周辺の粘

膜上皮が腸上皮化生をおこしており，岡本の指摘するよ

うにポリープの発生が発癌にとって重要因子となってい

ることは十分に推測出来る．しかし，今回経験した隆起

性胃癌例は，進行胃癌で2/39例（5.1％)，早期胃癌でＩ

型３例，Ⅱｂ型１例の4/14例（28.6％）と少数で日虫卵

と胃癌の関連性について，ポリープ形成と，その一部上

皮の癌化のみで説明するのは難しい．

次に，今回検討した日虫卵のみられる胃癌例の中で粘

膜内嚢腫は28/53例（52.8％）に，粘膜下嚢腫は11/53例

（20.8％）と日虫卵のみられない胃癌例に比べて高く，

日虫卵のみられる早期胃癌例では一層著明であった．

日虫症に伴なう粘膜内，粘膜下嚢腫の発生について，

中川（1915）は，日虫卵沈着部に退行性変`性を生じ，そ

まとめ

日本住血吸虫症の感染地域である山梨県内の３病院の

外科手術材料中，日虫卵を認めた胃癌53例，胃潰瘍３８

例，十二指腸潰瘍31例，胃ポリープ３例に病理組織学的

検討を加えたところ，日虫症はこれら消化管疾患に種々

関与していることが推測された．

（５２）
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１）日虫卵を認める胃癌例では，腫瘍内及び腫瘍辺縁

５ｍｍ以内に46/53例（86.8％）で日虫卵を認めた．特

に腫瘍巣内に30/53例（57.0％）に日虫卵がみられた．

２）潰瘍底及び潰瘍辺縁５ｍｍ以内に，日虫卵を認め

る例は，胃潰瘍13/34例（38.2％)，十二指腸潰瘍11/２１

例（52.4％）と低く，特に潰瘍底に日虫卵を見る例は十

二指腸潰瘍の２例のみであった．

３）胃癌及び胃潰瘍例では粘膜間質内に日虫卵をみる

ものが，それぞれ44/53例（83.0％)，３３/38例（86.8％）

と多く，これに対し十二指腸潰瘍では粘膜下層内にある

十二指腸腺に接してみられるものが28/3１（90.3％）と

多かった．

４）一枚の標本にみられる日虫卵数は,胃潰瘍，十二

指腸潰瘍，胃癌の順序で多くなった．

５）胃壁内では，粘膜内嚢腫が胃潰瘍で21/38例(55.3

％)，胃癌で28/53例（52.8％）に又早期胃癌に限ると１２

/14例（85.7％）にみられ，粘膜下嚢腫も胃潰瘍で9/３８

例（23.7％)，胃癌11/53例（20.8％)，早期胃癌4/14例

（28.6％）といずれも日虫卵のみられない胃癌，胃潰瘍

例より高頻度であった．

６）十二指腸では，粘膜下組織にある日虫卵が消化管

膣へ排泄される時に出来るピランが潰瘍形成の－因子と

なることが推測された．

７）胃壁内では，日虫卵が排泄される時に出来るピラ

ンの修復過程で粘膜内嚢腫や粘膜下嚢腫が形成されるこ

とがあると考えられた．

８）日虫卵と消化器癌に関連性があるとすれば二つの

経過すなわち－つはポリープ形成にひきつづく癌化と他

は粘膜のピランからの癌化が考えられる．冑では粘膜内

嚢腫，粘膜下嚢腫の発生が多かったことより，粘膜ピラ

ンの修復時における再生上皮からの癌化がより強く関与

すると推測される．
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j Abstract j

CLINICOPATHOLOGICAL STUDIES ON THE GASTRO-INTESTINAL

SCHISTOSOMIASIS IN THE ENDEMIC AREA OF YAMANASHI

PREFECTURE, WITH SPECIAL REFERENCE TO THE

CARCINOGENICITY OF SCHISTOSOME INFECTION

II. HISTOPATHOLOGICAL STUDIES ON THE GASTRO-DUODENAL

LESIONS WITH SCHISTOSOME EGGS

Teruaki AMANO

{Department of Parasitology, School of Medicine, Yokohama City

University, Yokohama, Japaii)

The author studied 125 cases of gastro-duodenal schistosomiasis requiring surgery in 3

hospitals of Kofu basin in Yamanashi prefecture, an endemic area of schistosomiasis japonica.

1) Out of 125 cases, 53 cases were gastric cancers, 38 cases were peptic ulcers of stom

ach, 31 cases were peptic ulcers of duodenum, and 3 cases were gastric polyps.

2) Out of 53 cases of gastric cancer with schistosomiasis, 46 showed schistosome eggs

within and nearby around the tumor focus (86.8%). In 30 cases, they were found within the

tumor focus (57.0%).

3) Out of 34 cases of gastric ulcer with schistosomiasis, 13 showed schistosome eggs

around the ulcer (38.2%), but none showed those eggs within the ulcer. In the other 21

cases schistosome eggs were found away from the ulcer. Out of 21 cases of duodenal ulcer

with schistosomiasis, only 2 cases showed schistosome eggs within the ulcer and 9 showed

around the ulcer (52.4%). In the other 10 cases, those eggs were found away from the ulcer.

4) The most of schistosome eggs were found in the mucosa of stomach of both cases

of cancer and ulcer. On the contrary, in the cases of duodenal ulcer the most schistosome

eggs were found in the submucosa.

5) Schistosome eggs were found much abundantly in the lesions of gastric cancer than

in the lesions of duodenal ulcer. In the gastric ulcer group, relatively few eggs were found

per specimen.

6) The cyst formation in mucosa and submucosa of gastrointestinal lesions with schis

tosome eggs were found very often. Mucosal cysts and submucosal cysts were observed in

the lesions of gastric cancer with schistosomiasis at the rate of 52.8% and 20.8% respectively.

85.7% of early gastric cancer cases with schistosomiasis revealed mucosal cyst. 55.3% of

gastric ulcer cases with schistosome eggs showed mucosal cyst. On the other hand, in the

cases of gastric cancer and ulcer without schistosomiasis, those cyst formation rates were

definitely low.

7) The two possibilities of carcinogenicity of gastric lesion with schistosomiasis could

be suggested. The first is the malignation of polyps which are induced by the destruction

of muscle fiber of the muscularis mucosa due to the migration of eggs. The second is the

malignation of mucosal epithelium on the healing procedure of repeatedly formed lesion in

duced by schistosome eggs. The latter possibility seems more relevant.

( 55 )
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ExplanationofPhotographs

Cacel（P-4397）earlygastriccancer・

Thelowerlayerofmucosawithmucosalmultiplecyst・

Theschistosomeeggs（arrow）ｃａｎbeseenbetweenmucosalcystandade‐
ｎｏｃａｒｃ１ｎｏＩｎａ･

Polypoidlesion、TheInusclefibersaretornatthebaseofpolypandschis-

tosomeeggs（arrow）arefoundinmuscularismucosa・

Case2（Ｔ-619）earlygastriccancer・Thecarcinomacellsarefoundonlyin

themucosaandschistosomeeggsareinmuscularismucosa・

Case3（P-7696）earlygastriccancer・Thetipofpedunclatedpolypischan‐

gedintopapillaryadenocarcinoma、Ｔｈｅｅｇｇｎｏｄｕｌｅ（arrow）isfoundin
muscularismucosa・

Case4（P-1517）adenomatouspolyp・Theneighbouringepithelialcellsof

polypchangetometaplasia・Thegranuloma（arrow）ｉｓｆｏｕｎｄｉｎｔｈｅｍｕｃｏｓａ

ａｔｔｈｅｂａｓｅｏｆｐｏｌｙｐａｎｄｔｈｅｅｇｇｓｎｏｄｕｌｅｉｓｆｏｕｎｄｉｎｍuscularismucosa･

Case5（P-5347）chronicpepticulcerofduodenum・Schistosomeeggsare

foundaroundtheduodenalglandsofBrunner・

Ｃａｓｅ６（P-5166）chronicpepticulcerofduodenum，Eggsgranulomaisfound
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